


















　1 年目の研究成果は，著書 1 冊，論文 2 本，学会発



















　2 年目の研究成果は，著書 3 冊，論文 5 本，学会発
表 2 回であった．自身初めての編著『地域福祉分析論』 4）
が発刊されたのもこの 2 年目である．3 期にわたって授
業のための教科書としても採用したが，｢地域福祉の体
系」を述べることのできた思い入れの強い著作でもある
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　5 年目の成果は，著書 1 冊，論文 2 本，学会発表 3 回
であった．准教授として再スタートを切ることになっ
た 5 年目は，著書は共著としての『地域福祉の原理と方

















編著 共著 共訳 単著 共著 単独 共同
1年目 2003年10月～2004年9月 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊＊
2年目 2004年10月～2005年9月 ＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊＊＊ ＊＊
3年目 2005年10月～2006年9月 ＊＊ ＊＊＊＊ ＊ ＊＊＊ ＊＊
4年目 2006年10月～2007年9月 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊




















































































































委員(2002年 7 月～2005年 5 月)，赤穂海浜公園管理運営
協議会会長(2004年10月～2007年 3 月)の 2 つが挙げられ
る．現在までに至るものとしては，日本福祉図書文献学
会事務局長・理事(2007年 4 月～ )，社会福祉法人はな
さきむら評議員(2005年 1 月～ )，西播磨地域ビジョン
委員会専門委員(2005年 4 月～ )，姫路市高齢者保健福
祉計画および姫路市介護保険事業計画策定検討会委員






研修委員会の 3 年間で学び得たことの 1 つは，広く学内
外を見渡そうとする視点である．換言すれば，全体的な
視野から物事がみつめられることといえる．また，裏方
の大変さはこの委員会に携わらなければ知ることもな
かったはずである．日本福祉図書文献学会への関与にし
てもこの裏方の働きの苦労を体験していたからこそ成し
得ているものと思考する．
おわりに
　関西福祉大学という 4 年制大学での教員・研究生活
の 5 年間を振り返ることはそれなりに意義深いもので
あった．ここで，研究者の仕事とは何か，教育者の仕事
とは何かを確認してみる．
  「研究者の仕事とは『まだ分かっていないことを人に
分かるようにすること』である．これに対し，教育者の
仕事は 『すでに分かっていることを人に分かるようにす
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社会福祉学部における 5 年間の活動と課題
ること』である．大学の教員は，この両方の仕事に関わっ
ている｣33）．
　この 5 年間で，上記の両方の仕事を成し遂げられてい
るかどうかといえば心許ないものがある．だが，多くの
周りの支えというものがあって頑張ってこられている．
したがって，今後も努力を積み重ねていかなければなら
ないと考えている．特に2009年度から新設されることに
なった大学院修士課程の社会福祉学研究科では，筆者は
「地域福祉研究特講」という新たな科目を担当すること
になっている．さらに2010年度には学部社会福祉専攻に
おいて「福祉設計論」という新たな地平を切り開かねば
ならない．
　したがって，これまでの 5 年間の蓄積に新たな実績と
経験とを積み重ねていくことにより，教育と研究の水準
をよりグレードアップできればと考えている．そして余
力があれば社会活動にも一定程度の力を注ぎたい．
　なお，本稿では大学教員の仕事のうち，研究，教育，
社会活動の 3 つを取り上げてきたが，大学運営について
記すことはできなかった．これについては別の機会に譲
りたい．
　最後に，教育研究の現状課題と将来展望について触れ
てみたい．個人的見地からであるが，想いを形にしよう
とする努力が一定の評価となって返ってきていることは
確かといえる．研究では著作が知らぬ間に雑誌などで
推薦紹介されていることも体験し34），教育では学生が社
会福祉援助できる資質を一定程度身につけていることが
データでしっかりと裏付けられていた35）．このことは少
なからず筆者の励みとなり，教育研究の原動力にもなっ
ている．今後もより良質なものを目指していく基本姿勢
に変わりはない．そして，学部的な見地を重ね合わせれ
ば，とりわけ2008年度からスタートした，社会福祉専
攻の福祉実践・福祉政策・福祉文化の 3 つのコース(＝
学問志向)による教育課程のより充実した展開と研究の
推進が求められていると認識している36）．今後,「支援
と臨床」の実践,「企画と組織」の政策,「国際と教養」
の文化を見据えた社会福祉学研究者としてのアイデン
ティティの獲得を自らに課してゆく所存である．それが
今回 5 年間を振り返ってみての答えである．
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